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きる。落差や流量が得られないところでは、歯車比を 1:2 にすることで回転比は 2:1になってしま
うが、水車本体の上下左右の移動範囲が小さくなり稼働が可能になる。逆に滝など大きな落差や大






仙台市での発電量を考察する。年間発電量（KWh）= 出力（KW）×  24時間 × 365日 × 稼
働率となる。発電量期待値を 1KW 程度とすると年間発電量は 1KW × 24 時間 × 365 日 × 
0.85 = 7,446KWh となる。これは一般家庭の年間消費電力が 4,000 ～ 6,000 KWh程度と言われ
ているので 7,446KWhは約 1.5世帯分の年間消費電力分に相当する。仮に生活用水路で 20カ所程
度、工業用水路で 20カ所程度、農業用水路で 30カ所程度に 1KWの偏回転型水車発電機を設置し
た場合の試算をする。上記の試算では 7,446KWh であるが、河川の急勾配での設置や数機連結の
固定タイプを利用することで多くの発電量を見込むことができる。実際には倍の 15,000KWh程度
の発電量は確保できると考える。70 カ所の発電設備から生み出される総発電量は  15,000KWh×
70カ所 = 1,050,000KWhとなる。仙台市年間使用電力の約 6,100,000,000KWhである。この発電
Fig.ケーシングした偏回転型水車 
 量 は 1,050,000 KWh ÷ 
6,100,000,000 KWh × 100% = 
0.02%に相当する。仙台市年間電力使
用量ｌの 1%を担うためには、
6,100,000,000KWh / 100 
=61,000,000KWh と な る 。  
61,000,000KWh ÷ 15,000KWh = 
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